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OntheRecoveryTimeofAdllltsoftheCommonIIollSeEy.M･LSCadomesLicav,'ci,Za

lTacq･,Fro'm theTlnockDownParalysisofPyrethrins.Stlldiesonthe加ological

Assayoflnsecticides.XXXIII･SumioNAôŜŴ andBunjiH ŝIIrZUM).:(Takci
L;tboratory,InslituteforChemicalResearch,KyotoUniversityandNationalKyushu

AgriculturalExpcrirrxmtStatiムn)IReceivedApril30,1955.BoLyu-Kaga如 20,52-55,
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8.イエバエの成虫が,ピレ トリンの仰乾麻疹より蘇生する時間につし､て.殺 虫剤 の

生物試験 に 関す る研究 弟_33報 長揮純夫 ･橋爪文次(京都大学 化学研究所 武居研究室
および 九州見栄試験塩).30･4･3O受理

図上解析の方法により,イエバエの成虫がビレt･1)ンの仰転成痔より蘇生する割合は,時間

の対数にたいして正規に分布することを明らかにし,英払記録をおこなうW,または計注を

おこなう時,時間の単位及びその階級の幅をどのようなひろ引ことるべきかを考轟した.

Ⅰ.緒 言

ピレトリンは,謂柾の昆虫にたいして,きわめてす

ぐれた叫粥琳JHをももながら,致死の効力に於て志外

にとほ しく.致死をうるに必要な充分なる波圧に逮し

ない糊f>は,往々多数の蘇生個体を生じ,麻梯作用の

弧蛇をもって,そのまま放柁効力と考えることができ

ないひとつの曳堅物である｡このことから,砥宍なる致

死をえもために,充分なる波圧の製剤を調遜!するか,

あるいは致死効力のたかい薬物の温田をはかることが

災際佐川の場合は必要であるが,こうした蘇生にかん

する柾々なrLq超を.誠礎的に故討することは,これに

ともなってまた大切である｡班老らが,ここにしるそ

うと思うことは,蘇生率が超過時間のいかなる梯位に

たいして,正規分布の形をしめすかをしろためにおこ

なった小宍験の結果で,時間一蘇生率の関係を枚討す

るために'必要な第1の段階である図上解析の部分であ
ち-0

本文にはいるに先だち,供託丘虫の飼育に点力せら

れた柴田砂m手放に況甚の謝志を表する次節である.

IJ.実 験材料
(1)供 託窮剤 'ポーラpク'ラフ法 (5)による定立

の結果にもとづき,精製石油をもって稀釈したt:.レト

I)ソの25mg/100ml浴絞O

(2)供試 昆虫 豆院柚培基によってその幼出ilJl

を飼育し,小安粉の糊をもって成虫期を飼荘¢)したイ

エバェ MuscadomesLicavlcinaMacq.の羽化後5

-6Hの胴体｡

ⅠⅠⅠ.実放法定及び方法

さきにしろした唄彩降下抜放法(4)にしたがってPn詔

処艶をおこない,1O分段に落下仰転倒休を唯雄にわけ,

1個体づつ在径2･7cm,苗 さ3･Ocmのガラス容
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詔にいれて,20oCの恒温条件下におき,Lこれ らが仰
転状態より正常蛮勢にもどるまでの時間を言己録した｡

なおここで,蘇生時間 recoverytimeとは,耽謎処
密10分後,装荘からとt)山したときから正常妾粉 に

もどるまでの時間をさすものである.
ヽ

IV.実験 結果

上述の方法によって,いま雌の切合についてえられ

た結果を表示すると,節1衣の,ごとくである｡

Tablc1.Originalrecordsofrecoverytime
inminutesoffemaleadultindividualsof
thecommonhousefly,Muscadomeslicavz'C:1Za
Macq.,fromtheknockdownparalysisafter
sprayinglVith25mgofpyrethrinsper100
mlkerosenesolutionforlOminutesusingthe

settlingmistapparatus･(12/ⅠⅠⅠ,~1955.20oC).
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Ⅴ･考 .森

崎問一反応琴曲hrtの計罪 (I)は,昂丑一反応科的税解

析の投初においておこなうような,グラフの4刺軸こ範

丑の対数 (多くの場合)をとり,-反応撃わ ●pビット

におきかえた,いわゆる跡別位のプロビットcmpir･i-

calprobitを榊 軸ことって2着の関係をプロットし,

それらの点を加足するようにひかれた田臥 すなわち

予fll'Tjl回帰的 provisionalregressionlincをもとめ

て,これを基礎にして計32:をはじめるということはせ

ず,放胆の井山はグラフ中上の直税とは,まったく別

個の立切においておこなわれる｡ただグラフの上に時

間と反応率の関係をプロットしてみるのは,両者の閑



F;j 山 科 nj.

作な糊塊にもとめるためには,分和11戯王の脚flllたきめ
ろ疎放として.柑IfHの対数をとった-JJ'がよいか,また

はそのま-Eの災汲むとった-JJ'がよいか,あるいは.l･..

lIJ;Flu..川端の跡JlllIJL'抱 き()すてた incomplclctimc･
morhlity.の計許JJ瀧にしたがうべきであるか.など

といったことがらをきめるため.すなわちTH･許段間に

はいろ際にとるべき態皮をきめる上に役立つものであ

I),又そうした予肺的な解析の操作を韮礎に,将来の

穴験とその記録をどのような方法でなすべきかを決軍

する上に大切なものである｡こうした操作.すなわち

図上昨折は,いかなる時問の嘩位を研和にとった場合,

これに対応する反応率が正劫分布の形をしめしてくる

かの見当をつけ.ひいてはそうしてひかれた市税の上

から,朽ちに中央致死時間とその控叩伯お,または任
恋の反応率を発現せしめるに罪する時間などをも見h'!

ることも可髄である｡

普血,研和にとられる時rLllの鞘位には,宍数 (T)

をそのままTrLLちにつかう場合,時rLnの逆数,すなわち

速度 (V-1/TxlOO)(本論の場合は recovcryrate),

時間の対数 (L-logT)または速度の対数 (V-log
VxlOO)などをもってくることが考えられる｡約1図

が約1炎の結果にもとづいて,こうした時間の嘩位に
対応する迩次親杭田分率を.プロピッ1･におきかえて

図にえがいたものである.ただ,ここで遜圧及びその
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対数の糊付は他と比校が容易にIfI来る様,横軸の目盛

な辺にとってしめした.これにみるようと,蘇生時間

の対数をIi'rLl柵ことった糊n･,それに対応する蘇生率の

ブtlビットとのTHnこ.蛇もきれいな市松関係をえがく

ことができ.弥生述蛇の対数がこれに?ぐが.宍数乃

繋迅蛇のWJ.をもつですろ場合は.前2者におけるよ

うなfll相田掛まえられないごとがわかる｡

' すなわちこの結果よt),時間一蘇生琴曲規の計罪は,

時間を対数におきかえて,これに対応する蘇生率のブ

T7ビットの関係についておこなうべきであることがわ

かる｡且つまたこの場合の計算操作は imcomplete

time-mor'talitycurveのむtを適用しなければなら

ないことがわかる｡そうした図上解析からの見解にも

とづいて37.r起した同同税の方程式はつぎのごとくであ

る｡

I y-5+(tl2･116)/U･417

I y-5+(i-2･21O)/PJ･045
殺虫剤の肺御 ､らrt山が蘇生する時間については.

既に BroadT,cntLTn｡Blissのによって･キイロショ

ウジヨウJl'ェの四倍ガスに上る柵柿の均分について,

詳細に分析放討せられているが,この瑚介も,やはt)節

1の図上解析の相即こおいでは.托出御tP.tlr王りゐ対数

に対して.泊も柿間な正131分裾の形をしめし!=ことを

指摘している.1･.辻の約月ミから,あらかじめ沢山の昆

lJl lb 1.7 1.tJ ll.1 2;1 25 5.5 ･I5 ;L325
TimeinlogtLrMtmA.t Rate.V

15

Fig.1. ReCol･Crytimeoffcm･llcadultsoEtheCommonhouscEtyIMzLSCa '̀omcstica
vL'cl'naMacq.Ifrom theknock(!ownpamlysisafterspmyingwith25mgof､pyre-

thr王nsperlOOmlkcroscncsolutionforユ0minutesusingthesettlingmistappara-

tus.Four(liLrcrcntmodesofplottingtimear'eeompared･Leftto right:solid

circlesarcplottedusingtimeinlogarithmsofminutes,inminutes,inlogariもhms､
ofratesもndjnr:lteS.Here,horderthatthedifferenttransformationsmaybecompar-

edmoreeasily,therate-recoveryandlograte-recoveryrelationsareplottedwith
reversedc0-0rdinates.Dataintable1.

J).5
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虫をつかってこのような穴験をおこなう切合は,その

餌測時間を対数間隔に区切っておいて.その時糊内に

蘇生してくる個体数を記録する方法をとろのが班利な

ことlFき?'･く｡もっともこの場合,そうした観察記録

する階級の数を.できるだけ多くとること,斑初の蘇

生個体があらわれる前の階観から観測をはじめること

など留意すべきは勿論である｡また一万,番個体につ

いてそれぞれの蘇生時間を観測した場合は,もしその

数が･-,0個体以上の場合は対数間隔に数残してつぎの計

罪Iごうつろのが適当であろう.約2炎乙部岱級の幅をあ
らかじめ分の対数倍にして,0･2のm矧こ区切ってお

いてその時間内の蘇生個体を観察記録した肝 終な失験

例で!前述の実験とおなじ装E･方法により,12.5mg

/100mlのビレト1)ソ石仙淡の仰転昧坤より,イエ,,'

エの成虫が蘇生する経過をみた結果である.節2ゴミの

関係を図示したのが茄2図で,雌枇それぞれのしめし
た回帰枕の方程式はつぎのごとくであるO

雌 y--5十(∫-2･03LI)/O･457

緋 y-5ナ(112･15S)/0･423

恥郷 にくらべて占･t,トリンの仰伝桝 くよt)さめ.るま

での相川が早いことがわかるOブpビット5の点で比
べlると,雌の蘇生時間は109分,椛のそれは144分で,

しい煎出に曝詔されたときは,何時間内における嬢の

蘇生する刺創も 雌にくらべでひくいことがいいえら

れる｡

Tab'1C2･ TitpeT(min･)-percentrecoveryY
ofadultsofthecommonhousefly,Muscadome-
sLicaticlnaMacq･,aftersprayinglVith12.5mg

ofpyretbrinsperlOOmlkerosenesolutionfor

lOmintlteSusing thesettling mistapparatus.

Recovcryindividualswereobservedatthe､loga･

ritbmicintervalsofminutes.FlieslVhichdid

notrccovcrdesignatedasNR.(14/ⅠⅠⅠ,1955.2Oo
C)
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Fig.2･ Time-recoveryregressionisodoscs

ofadultsofthecommonhouscay, MzLSCa
domeSElcaI,2'cinaMacq.,afterspraylnglVith

12.5mgofpyrethrinsperlOJmlkcr()Scnc

solutionfor10minutesusingthese比ling

mistapparatus.Solidlinewithcirdcsrep-

resentsfemaleand solid line lVithsolid

circlesrepresentsmale.

ⅤⅠ.摘 要

1.ィ,Lバェの成虫が,ピレトリンの仰転妹抑よ
A)蘇生する刺創も 時間の対数にたいして正ljLに分

布することを,図上解析の結果からたしかめろこと

ができた,なお蘇生速姥の対数にたいしては,おゝ

むね正73L分村に近い形をしめすが,時UIJの矢数乃汗i

蘇生速度をもってしてはそのような関係がえられな

かった｡.

2.多数の偶作を用いて宍験記鎌をおこなう切介
は,あらかじめ対数的間隔に時間を区切っておいて,

その時間内に蘇生する個体を観察することが適当で

あろうL.又各胴体について それぞれの:4'Li土山1.1frJ糊を
観察した吻合は,その数が多いときは,これを対数

間隔に買荘張してつぎの計訊こうつるのが適当であろ

う｡

3.I:'レト.)ンの仰転味柿より鈍出する刑介は,

同一の拙旺においでは岨まiLEにくらべて大きい｡

VII.引 用 諌:献

(1) liliss,C･Ⅰ.:Ann･Appl･Bio1.24.815-

81)2(lrJ37).I

(2) 13roadhcnt,.B･M･andC･Ⅰ･Bliss:I.I.:Con.

Entomol.29,143-155(1936).

(3) 長沢純夫:出薬と病虫 4,5･8(rJ5O).
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(4)長沢純火.･WJ一州'l学 )8.1bT3I1-Jii'(1'Jt'):i).

(5) 大JJ1位汚･甘即,I,:met･竹下t.li汚･火BIf稔:FJJ'

山手･ll苧 18.14q--1GfJ(19T･3).

ResILmd

ŝtherpstlltofgmph壬camlTSisonr'ccovery

timeol.i(lullsofthecommonhouse8y, MzLSCa

domcsLJ'EaVE'cl'naMacq.,from theknockdolVn

p.lr;tlysisduetothespraylng Withpyrethrins

kcroscncsolutionthefollowingfactslVereaS一

ccrtained,mmely-thelogarithmsofthisperiod

lVeredistributedsymmetricallyandnorm;llly,

thereforetherecoverytime.issuila])letoex-

pressinlogarithmsforpurposeofI.lnalysisof.

data,almost thesame resultlVTLSOut;tincd

節 2U 懲-I ∫

lVhcnlhcrccovL･rytJ'mclmSC.YprCSSCLlin lhc

】岬aritJlmSOfmtc.htltthcscsymmetryandnd-
rmnlitywerenotohhincdWhentlleaCttl.llHme

orratewasadoptedtoexpresstherccoycrytime.

Whentheexpcrimcntsal･eC.lrricdoutusingthe

manyorganisms,itissuihhlcI(…scthemctllOd

ofperiodicobservationoflogarithmicscab,
andalsolVhentherceoverytimesofmanyor一

ganismswereobservedifthetotaloftest-in-

dividua一slVaS一arge,thedatashouldbegrouped

atthesl】itable一ogarithmicscaletoreducethe

hhourofcomputation.Therecoverypercentage

offen.llefrom theknockdownparalysisdf

pyretllrinsllraSgreaterthantエーatofmale-atthe

cxposurcofsameconcentratiorl･

AComparativeSttldyofSomePhysiologicaland EcologicalCharactersoft】le
RiceWeevils,Calandraory.～aeI,.andC.sasahJ'i TakahashiCollectedfrom DiLrer-
entDistrictsoft九eWorld.ⅠIirolVO ŜTOlTr(Entom.Lab.,KyotoU.)Received

May9,195与,Bo'yuKagahzL20,55,19年5(withEnglishresume61).

9.産地を異にするコクゾウ環の生理生態的特性に つし､,て#Bi鬼神塵 (京都大学 農学部
昆虫学研究笠)3り.5.9受理

世界各地産のコクゾウ Cala〃draoyy～･aeおよび ココクゾウ C.sosahL';のよりの系統の増

殖率,産卵前期間および生存期間を極々な温度および棲息密度の下で比較した｡.5第紀聞

.の増結率と生存期間に対する密度効果の大小は体の大いまのJ慣序と平行的であった｡ この

ことからココクゾウはコクt/クよりも,ココク1/クの中<台湾,日本産のもbはオース T･

ラl)ヤ,カナダ産のものよりも,それぞれ好投害虫としてよりよく併殺環勤⊂適応 したも

のと考えられた｡

Ⅰ.緒 的

コク.)'ウCalandraor)･～-aeL.は貯蔵穀物の罪要

な苦虫として広く他界に分布するが,これには2つの

bra.った form があることが知られ, 73rrLCIT(1944),

RILITT̂Ttr,S(1945)は体現の大小によってそれらを

psmallstrain''及び 〝hrgestrain〟とした｡

柁国に於いては これより早く佐々木 (1S99)が small

stminに相当するものをコツモソココクゾウCala〝dra

Dry_～GEvLlr.m.;T,0,として発表し,､また高橋 (1928)

は:･コクLJ.ウCuland,asasahiiT̂ lく̂ lÎS一TIなる別

和として恥班していろ｡nlnC-Ⅰ等も,この2つの

stla]'nは形態的には似ているが,生理的特徴に於い

て9,.i.1てIritL),弼-#･の安和はほとんど不可分巳であって,

いわゆるsjhlingspccicsに屈するものと考えてい

る｡

河野(193-i)は.JlI.甘さの御地から耽軍紀抽入された穀

物巾こ発見されt=コクゾウ顎を深めて飼育研死したが,

これらが,体長,雌雄の作長の比,後視長,発育E3数
等に,夫々PlEii的な追いがあることを見目している.

私はこれらのコク･/り郡のur椛.系統の.EJ.mit三倍的な性
グてを此柁m･究し,それらの耶ゆ凸を見目IL.そのZiYiカー'L

竹双紙の分-/IJ'やlLYnL'加lL7Eに悶迎してどういう芯味なも

つかを考賀iす7Jll的で,以下の9!験を行ったO即ち,
日米のコク.}'ウ(Ill'〇一uのhrgcstrainと考えられも｡

以下 JLと略する｡),Canadaのsmallstrain(CA),

AtlStraliaのIsmallstrain(A17),台所のsmallstrain

(F()),日本のココクゾウ(smallstrainに相当するo

Js)の5系統を同一条件下で飼育し,それらの増砥率,

産卵前期間及び生存期間を,･特に接息密度と温度の影

*contributionfromthleEntomologicalLab-

わratory,KyotoUniversity.No.247
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